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LAMPIRAN KLASIFIKASI DATA 

 

 

No. Ungkapan Jenis 
Sumber 

(bab/halaman dari 

manga Dr. Stone) 

1.  
「体が石像のように動かん」 

直喩 1/21 

2.  
「見るからにアウトだろこんなマリ

オのキノコみてえなのよ！」 
直喩 2/3 

3.  
「俺は卵の殻を破るみたく復活し

た」 
直喩 14/8 

4.  
「科学の旗みたくて千空くんに似合

うかも」 
直喩 15/7 

5.  
「ゴミみてぇな心理本書いてたマジ

シャンだ」 
直喩 23/10 

6.  
「言葉が羽根のようにめっぽう軽

い...!」 
直喩 23/11 

7.  
「裸一貫で冬に目覚めりゃ食料調達

で即ゲームオーバーだ」 
隠喩 1/47 

8.  
「コウモリの糞から生まれた奇跡の

水」 
隠喩 2/8 

9.  
「そもそもファンタジーの領域だ」 

隠喩 2/10 

10.  
「肉体作業はもう全部チート体力の

テメーに任せる」 
隠喩 2/13 

11.  
「科学知識をもった人類最後の砦、

千空だけは死なすわけにはいかん」 
隠喩 3/11 

12.  
「素手でライオンをブッ倒すチート

武力の男だぞ」 
隠喩 4/1 

13.  
「この石の世界、まだなんの汚れも

ない楽園だ」 
隠喩 4/16 

14.  
「バケモンじゃねえか 無敵だろこ

の時代じゃ」 
隠喩 6/17 

15.  
「俺らは司にビビって大慌てで食料

だけ持って逃げましたっつう演出
隠喩 7/1 
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な」 

16.  
「80km フルマラソン２周か、5 時間

もあれば着くか？」 
隠喩 7/3 

17.  
「千空は石化中 1000億秒とか数えて

たんだぞ、このくらい朝飯前だ！」 
隠喩 7/4 

18.  
「火薬の原料、硫黄が採り放題のバ

ーゲンセールだ」 
隠喩 7/18 

19.  
「諸刃の狼煙だ、周り中に居場所知

らせることになる」x 
隠喩 9/3 

20.  
「千空お前は人類の！文明の！希望

の星なんだ！」 
隠喩 12/16 

21.  
「これでクロムもなかなかお子ちゃ

まだな」 
隠喩 21/10 

22.  
「つっても連中にとっちゃ十分神の

飯なはずだ」 
隠喩 22/19 

23.  
「「司！千空は生きてた！」ハイそれ

で君は一巻の終わり」 
隠喩 23/16 

24.  
「ぶっちゃけね～～10-0 で司帝国の

勝ちと思ってた」 
隠喩 23/16 

25.  
「電球が世界から夜を消した」 

隠喩 25/13 

26.  
「俺らの時代に、暗闇は無え」 

隠喩 25/13 

27.  
「フルパワーでフラれるに 100円」 

諷喩 1/10 

28.  
「死んでも生きてやる」 

諷喩 1/29 

29.  
「どんだけ寝坊してやがんだてめ

ー」 
諷喩 1/45 

30.  
「80 万秒周期くらいでピークが来ん

な」 
諷喩 1/46 

31.  
「脳を並列に使え」 

諷喩 1/46 

32.  
「俺一人じゃ生活基盤作成だけで一

日が終わる」 
諷喩 1/49 
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33.  
「どうしても体力バカが欠かせね

ぇ」 
諷喩 1/49 

34.  
「人類が石の時代から近代文明まで

200万年、そこを一気に駆け上がる」 
諷喩 1/50 

35.  
「俺ら高校生のガキ二人でゼロから

文明を作り出すんだよ」 
諷喩 1/52 

36.  
「この石の世界のアダムとイブにな

ってやる」 
諷喩 1/53 

37.  
「見るからにアウトだろこんなマリ

オのキノコみてえなのよ！」 
諷喩 2/3 

38.  
「俺は！考える工夫のできんぶん、

気合いと量でカバーしてみせる」 
諷喩 2/4 

39.  
「言うとは思ったぞデカブツ、めん

どくせぇから欠片も説明しねぇ」 
諷喩 2/8 

40.  
「地道に一歩一歩！な！」 

諷喩 2/15 

41.  
「こっから先はちーと骨が折れん

ぞ」 
諷喩 2/15 

42.  
「ファンタジーに科学で勝ってやん

ぞ」 
諷喩 2/24 

43.  
「ど〜でもいいじゃねえかこの非常

時のストーンワールドでよ」 
諷喩 3/4 

44.  
「初めからほぼ詰んでんだよこのゲ

ームはよ」 
諷喩 3/10 

45.  
「テメーのカードは体力だ、武力じ

ゃねえ」 
諷喩 3/11 

46.  
「俺は頭を使う、テメーは体を使う。

片方が欠けるわけに行かねえだろ

が」 

諷喩 3/11 

47.  
「いざとなればこの俺が！盾となっ

て」 
諷喩 3/11 

48.  
「逃げられないのなら！一か八か」 

諷喩 3/12 

49.  
「まあそうなんだが、銃もねえこの

段階だとなァ」 
諷喩 3/23 
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50.  
「例えばもし奴が欲望モロ出しの悪

代官だったらどうすんだ」 
諷喩 4/1 

51.  
「俺と千空のタッグなら保存食は心

配ないね」 
諷喩 4/8 

52.  
「これでやっと文明の一歩目に進め

るな」 
諷喩 4/8 

53.  
「さ〜ァ楽しいクイズの時間だぞ」 

諷喩 4/8 

54.  
「何百年ワープしてんだデカブ

ツ！」 
諷喩 4/8 

55.  
「想像超えるアホ回答に色白の司が

倍プッシュで顔面蒼白じゃねえか」 
諷喩 4/8 

56.  
「そこの雑アタマでもわかる言い方

で言うとそれな、グラウンドの白線

引きだ」 

諷喩 4/9 

57.  
「目の前で男を褒める男はホモかタ

ヌキかどっちかだ」 
諷喩 4/12 

58.  
「貝殻の重要な使い道」 

諷喩 4/13 

59.  
「バイ菌浄化するこの小せぃ塊が医

者がわりの命の石」 
諷喩 4/11 

60.  
「つまり土がレベルアップする」 

諷喩 4/11 

61.  
「千空君は心の汚れた年寄りたちま

で全員助けるつもりかい？」 
諷喩 4/15 

62.  
「また持たざる弱者を食い物にしだ

す」 
諷喩 4/15 

63.  
「この石の世界、まだなんの汚れも

ない楽園だ」 
諷喩 4/16 

64.  
「その秘密がバーサス司の切り札に

なる」 
諷喩 4/19 

65.  
「なんだこりゃ復活液 1 名様ぶんに

ギリ足りねえじゃねえか」 
諷喩 5/4 

66.  
「当然食いつくわな」 

諷喩 5/5 
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67.  
「諸刃のエサだ。洞穴の場所をバラ

してでも杠復活前に司を排除したか

った」 

諷喩 5/9 

68.  
「文明作りゲームのが唆るもんで

な」 
諷喩 5/9 

69.  
「道は二つしかねえ、どっちか選

べ！」 
諷喩 5/19 

70.  
「熱意は分かったから少しは説明聞

け似たもん夫婦」 

諷喩 
6/1 

71.  
「間引いてるんだ、新しい世界のた

めに」 

諷喩 
6/2 

72.  
「司を止める手はもうたった一つ

だ」 

諷喩 
6/17 

73.  
「火薬さえ完成させちまえば俺らの

勝ち！」 

諷喩 
7/1 

74.  
「無敵の殺人鬼司と戦うには火薬を

作るしかねえ」 

諷喩 
7/1 

75.  
「これはそういうレースなんだよ」 諷喩 

7/1 

76.  
「つってもこのゴミしかナビはねえ

んだ」 

諷喩 
7/4 

77.  
「千空、君は尻尾を巻いて逃げ出す

ような男じゃない」 

諷喩 
7/15 

78.  
「いよいよバーサス司の究極兵器、

黒色火薬の誕生だ」 

諷喩 
7/19 

79.  
「その無駄巨体が珍しく火噴いてん

な」 

諷喩 
7/12 

80.  
「この逃げ場もない極限の石の世界

で」 

諷喩 
8/2 

81.  
「さあ楽しい火薬クッキングの時間

だ！」 

諷喩 
8/6 

82.  
「雑アタマが珍しく正解じゃねえ

か、100 億万点やるよ」 

諷喩 
8/7 

83.  
「隠し味で砂糖とかをちょちょっと

足すとパワーが上がる」 

諷喩 
8/8 
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84.  
「手足ふっとぶレベルの事故もバン

バン起きてっから」 

諷喩 
8/12 

85.  
「万が一司が追ってきたりしたら

100億％見つかるからな」 

諷喩 
8/15 

86.  
「つってもこっちは科学のカの字も

知らねえガキだ」 

諷喩 
10/3 

87.  
「道具だけはきっとサンタが用意し

てくれる」 

諷喩 
10/3 

88.  
「自分の編みぐるみとか超羞恥プレ

ーなんですけど」 

諷喩 
10/9 

89.  
「今ここで誓ってくれないか、科学

を捨てると」 

諷喩 
10/13 

90.  
「この星が石の世界に出会っていた

ら」 

諷喩 
10/17 

91.  
「千空が最期に残した科学の忘れ形

見」 

諷喩 
11/16 

92.  
「俺のボディ自体が値千金の謎とき

の手がかりになる」 

諷喩 
13/3 

93.  
「初めて生まれた一匹目のツルッピ

カ猿か」 

諷喩 
13/6 

94.  
「今日が紀元ゼロ年 こっからスタ

ートだ」 

諷喩 
13/8 

95.  
「創意工夫で森羅万象をしゃぶりつ

くす科学の支配者！」 

諷喩 
13/19 

96.  
「さ〜ていい加減「疲労感なんざ無

視が合理的」スイッチも限界か」 

諷喩 
14/2 

97.  
「人間とツバメだけがピンポイント

で狙われたってことだ」 

諷喩 
14/7 

98.  
「殻のパズルに隙間があんのはその

せいだな」 

諷喩 
14/9 

99.  
`「なら俺の復活のカギは別の特殊な

外的要因」 

諷喩 
14/9 

100.  
`「その方角にカギがある」 諷喩 

14/9 

101.  
「3700 年間！俺は意識を飛ばさなか

った」 

諷喩 
14/14 
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102.  
「俺は脳を動かすエネルギーに石の

ナニカを消費した」 

諷喩 
14/14 

103.  
「科学の基礎だけは絶対に揺らがね

え」 

諷喩 
14/16 

104.  
「もう大声で叫ぶんじゃねえぞ 司

に聞こえたら一発アウトだ」 

諷喩 
15/3 

105.  
「逐一感謝の言葉垂れ流すじゃねえ

ぞ 俺も言わねえ」 

諷喩 
15/6 

106.  
「司は俺の居場所をあの世だとカン

違いしてる」 

諷喩 
15/12 

107.  
「こんな有利なバトルはねえ」 諷喩 

15/12 

108.  
「その司帝国を倒して人類浄化の大

量破壊を止めるには科学で戦う」 

諷喩 
15/13-14 

109.  
「なんかすごいアッサリ、男同士は

ドライですな」 

諷喩 
15/16 

110.  
「司と"X"が接触してるとヤバすぎ

る」 

諷喩 
16/2 

111.  
「穏やかじゃないな まずは初めま

してじゃないのかい？」 

諷喩 
16/5 

112.  
「自己紹介なら地獄でしろ！」 諷喩 

16/5 

113.  
「あまつさえその身代わりとなった

紳士の男を無慈悲に葬った」 

諷喩 
16/7 

114.  
「千空先生の発明品オールスター大

集合じゃねえか！」 

諷喩 
16/15 

115.  
「君のその一歩一歩問題解決へと楔

を打ち続ける揺らがぬ信念がだよ」 

諷喩 
16/18 

116.  
「いきなり惚れたはれたかよこの非

常時によ」 

諷喩 
17/3 

117.  
「恋愛脳は一番非合理的なトラブル

の種だからな」 

諷喩 
17/3 

118.  
「生き様は紳士だが口の悪さは異次

元の男だな」 

諷喩 
17/4 

119.  
「どっから湧いて出たんだこの連

中？」 

諷喩 
17/15 
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120.  
「沿岸から見えたぜ！こいつがよ 

即来なきゃウソだぜ！」 

諷喩 
18/2 

121.  
「こども科学実験室かテメーらは」 諷喩 

18/14 

122.  
「戦利品鑑定祭りはもう任せる」 諷喩 

19/4 

123.  
「クソの役にも立たねえが」 諷喩 

19/6 

124.  
「もう一押しだ奴は！」 諷喩 

19/7 

125.  
「病気をブッ倒す」 諷喩 

20/5 

126.  
「ペニシリンが便利すぎて歴史の影

に消えたのがサルファ剤だ」 

諷喩 
20/8 

127.  
「そういう超ラッキーに期待する運

ゲーだ」 

諷喩 
20/8 

128.  
「100億％必ず万能薬に辿り着く」 諷喩 

20/8 

129.  
「一歩ずつ一歩ずつ地べた這いずり

回って作ってんだよ」 

諷喩 
20/9 

130.  
「しょうもねえ奴だ俺も」 諷喩 

20/14 

131.  
「鉄の時代の幕開けだ」 諷喩 

20/19 

132.  
「科学王国は来る者拒まず猫の手も

借りてぇんだ」 

諷喩 
21/6 

133.  
「科学王国は来る者拒まず猫の手も

借りてぇんだ」 

諷喩 
21/6 

134.  
「俄然そのルリって女に興味が湧い

てきやがった」 

諷喩 
21/9 

135.  
「とっとと作っちまおうぜ 科学王

国の夜明け鉄って奴をよ！」 

諷喩 
21/11 

136.  
「行けるぜこのパターン 科学のエ

サで口説く」 

諷喩 
21/19 

137.  
「仲間をゲットする 科学の餌で

な!!」 

諷喩 
22/2 
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138.  
「釣れそうな奴がいねえか情報収集

だ」 

諷喩 
22/2 

139.  
「そういうことね 必死こいてる心

の隙にカマかけようと勇気あんな」 

諷喩 
23/14 

140.  
「長髪男の手先確定だ 殺すか!!」 諷喩 

23/15 

141.  
「だがもし鉄の武器ができれば勝負

はわからない….!!」 

諷喩 
23/17 

142.  
「俺は誰を切ってでも勝ち馬にな

る！」 

諷喩 
23/18 

143.  
「天然もんじゃ磁力が話にならね

え」 

諷喩 
24/7 

144.  
「おりて来たぜ。電気の神が」 諷喩 

24/18 

145.  
「二刀流手回し発電機、完成だ…!!!」 諷喩 

25/8 

146.  
「科学文明、俺らの妖術世界では  

もうねあらゆるカラクリが電気で動

いてんの」 

諷喩 
25/10 

147.  
「人類は科学で「夜」に勝ったんだ

よ」 

諷喩 
25/14 

148.  
「白く眩い科学の灯」 諷喩 

25/14 

149.  
「一年 4 ヶ月でようやく辿り着いた

科学の根幹に「電気」に」 

諷喩 
25/20 

150.  
「テメーのおヒゲのケアに大活躍し

てた貝殻だ」 

活喩 
4/9 

151.  
「セメントの子供だな、デケえかま

どや家が建つ」 

活喩 
4/11 

152.  
「大仏が道を教えてくれたしな！」 活喩 

7/10 

153.  
「いよいよバーサス司の究極兵器、

黒色火薬の誕生だ」 

活喩 
7/19 

154.  
「勘とかいう非合理的なもんが告げ

てやがる」 

活喩 
8/18 
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155.  
「もし科学の武器を作り旧世代を蘇

らせれば既得権益を求めて争い出

し」 

活喩 
9/8 

156.  
「少年様の夢ツリーハウスの誕生

だ！」 

活喩 
14/2 

157.  
「この石化こそまさに医者がわりの

命の石、ドクターストーンじゃない

か！」 

活喩 
15/7-8 

158.  
「"石化がとける時周辺もろとも修復

される"なんともご親切な科学現象じ

ゃねえか」 

活喩 
15/9 

159.  
「怪しげな黒い粉で「山の怒り」を呼

ばれていたじゃないか」 

活喩 
16/8 

160.  
「文明が文明を産む」 活喩 

17/9 

161.  
「どうりで箱根道中俺のナビが狂っ

て迷ったわけだ」 

活喩 
20/14 

162.  
「空の怒りを呼んだのは貴様か？」 活喩 

24/12 

163.  
「んなタマじゃねえだろうテメーは

よ」 
提喩 1/50 

164.  
「科学の力で人類全員！もれなく助

けてやる」 

提喩 
4/17 

165.  
「見ろ！大仏の周りだけ緑が全く生

えてない」 

提喩 
7/10 

166.  
「疲労回復液に早くつかりたきゃと

っととゴール行くぞ！」 

提喩 
7/14 

167.  
「メスなら他にいくらでも」 提喩 

9/9 

168.  
「何寝言言ってやがる」 提喩 

10/15 

169.  
「食事はダメだが宝物ならいただく

か？」 

提喩 
23/5 

170.  
「だからさこの武器おろしちゃって

くんない」 
提喩 23/10 
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171.  
「頭を使うことは千空お前に任せ

る！」 
換喩 1/51 

172.  
「キャンプ戻ってファランクスくら

いしか手がねえ」 

換喩 
3/10 

173.  
「テメーは体を使う」 換喩 

3/11 

174.  
「あんなんで潰れるタマじゃねえだ

ろ、起きろデカブツ！」 

換喩 
6/19 

175.  
「岩の軌道を読みつつも司は決して

大樹から目を切らない」 

換喩 
11/12 

176.  
「手出すんじゃねーぞ」 

 

換喩 
18/4 

177.  
「キンローギンローゲットで科学王

国民もだいぶメンツが揃ってぎた

な！！」 

換喩 
25/11 

178.  
「それは 3700年ぶりに地球を照らし

た」 

換喩 
25/14 

179.  
「キャンプ戻ってファランクスくら

いしか手がねえ」 
引喩 3/10 

180.  
「これで人類は知力、体力、武力の三

銃士がそろったってことだ」 

引喩 
3/23 

181.  
「最期まで妹を人魚姫にはしてあげ

られなかった」 

引喩 
4/14 

182.  
「司と二人愉快にシリトリでもしな

がら待っててやっから」 

引喩 
5/4 

183.  
「"賢者の石"もあんじゃねえか！」 引喩 

19/4 

184.  
「モンハンで素材ばっかやたら集め

てる奴みてぇだなテメーはよ」 

引喩 
19/8 

185.  
「桃太郎かよ！」 引喩 

21/7 

186.  
「ひったすら空気送り続けて炎の攻

撃力を 700→1500 にバイキルトさせ

んだよ」 

引喩 
21/13 

187.  
「なんでアンパンマンになってる

の？」 

引喩 
25/8 
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188.  
「声帯ブチ切れるほど応援してる

わ、この科学室から」 
張喩 1/6 

189.  
「うるせぇな。一ミリも応援してね

ぇよこのデカブツ」 

張喩 
1/6 

190.  
「死ぬほど合理的な方法をくれてや

る」 

張喩 
1/6 

191.  
「80 万秒周期くらいでピークが来ん

な」 

張喩 
1/46 

192.  
「たかだか数千円ぽっちふんばれね

えような」 

張喩 
1/50 

193.  
「既にアホほど試してんだよ、手を

かえ品をかえ」 

張喩 
2/9 

194.  
「顔が変わるほど殴られたよ」 張喩 

4/14 

195.  
「洞穴の奇跡の水のことだけは死ん

でも隠さねえとな」 

張喩 
4/19 

196.  
「なァ〜に、ほんの 80km ちょいの大

冒険だ」 

張喩 
7/2 

197.  
「こんなもん、木燃やしゃいくらで

も手に入る」 

張喩 
8/7 

198.  
「これ作んのはクソほど時間かかん

ので」 

張喩 
8/7 

199.  
「お優しすぎる死刑判決に全米が泣

くわ」 

張喩 
9/8 

200.  
「俺には取り巻きは山ほどいるが大

切な人間などいない」 

張喩 
9/11 

201.  
「うるう秒が死ぬほどめんどくせ

え」 

張喩 
13/8 

202.  
「体力バカの大樹でも手芸部ウルト

ラ器用の杠でもねえんだ」 

張喩 
13/10 

203.  
「信じていくらでも待つぞ」 張喩 

14/18 

204.  
「雑な大樹じゃ 100億％ムリだ」 張喩 

15/10 
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205.  
「あの紳士の妖術使いの男に魂朽ち

るまで詫び続けろ！」 

張喩 
16/7 

206.  
「無駄口叩くな 自己紹介は後で飽

きる程聞いてやっから体力温存しゃ

がれ」 

張喩 
16/13 

207.  
「そんな話は微塵もしてない！」 張喩 

17/3 

208.  
「ただこの橋を一歩でも渡ったなら

斬る」 

張喩 
19/5 

209.  
「人手がいくらあっても足んねえ

よ」 

張喩 
21/13 

210.  
「毎日毎日焼き魚に飽き飽きで死に

そう！って新しいお食事探してたん

だよ」 

張喩 
22/7 

211.  
「意識高え高級ラーメンよか 100 億

倍はひでえかもしんねえがな」 

張喩 
22/17 

212.  
「食い意地だけで生きてるガンエン

くんが言うなら」 

張喩 
23/4 

213.  
「引くほど元気だからさ」 張喩 

23/14 

214.  
「特に大樹ちゃんなんか底なしの体

力！」 

張喩 
23/14 

215.  
「見ろそのポタポタ垂れてんの」 

声喩 2/8 

216.  
「ボッコボコの粉々にするだけで」 声喩 

4/9 

217.  
「今なんかすごいことサラッと言っ

た？」 

声喩 
7/4 

218.  
「大樹くんのパワーでそれぶつけた

ら火花でドカーンて火打ち石的な」 

声喩 
8/8 

219.  
「手足ふっとぶレベルの事故もバン

バン起きてっから」 

声喩 
8/12 

220.  
「火薬が尽きちまう。燃えるもんじ

ゃんじゃんブチ込め！」 

声喩 
9/2 

221.  
「テルミット反応でフライパンがド

ロッドロだ」 

声喩 
10/6 
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222.  
「一撃でやれよ。ダラダラ血流して

粘んのはお互い非合理的だろが」 

声喩 
10/16 

223.  
「なんであんな首ばっかりずっと気

にしてゴキゴキ鳴らしてたんだ？」 

声喩 
12/11 

224.  
「ツルっピカやないか！」 声喩 

13/5 

225.  
「なんやずっとシャコシャコ」 声喩 

13/10 

226.  
「なんやずっとカンカン」 声喩 

13/12 

227.  
「なんやずっとクネクネ」 声喩 

13/15 

228.  
「首が治るならバラバラ石像もひっ

つけて復活液かけたらつながりまし

た！」 

声喩 
15/9 

229.  
「土にパンパンに詰めるしかねえ」 声喩 

16/14 

230.  
「千空くんの頭がツンツンに！」 声喩 

18/13 

231.  
「割るとピカピカで超ヤベーぜ」 声喩 

19/4 

232.  
「先輩人類たちが何百万年もかけて

ジワジワ作ってった」 

声喩 
19/17 

233.  
「もう腕がパンパンになってきた

ぜ」 

声喩 21/16 

234.  
「村人全員キラキラ槍で大喜びじゃ

ねえんだぞ」 

声喩 
21/19 

235.  
「炭酸カリウムでモチモチにする」 声喩 

22/14 

236.  
「わあああズルズルって！食べる感

じも  こんなの初めてなんだ

よ！！」 

声喩 
22/18 

237.  
「もとが猫じゃらしだからな…なん

だこのボゾボゾ」 

声喩 
22/19 

238.  
「後引く苦みがニチョニチョと薬膳

だとおもえば食えるか」 

声喩 
22/19 
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239.  
「もっちりとすっげえ！」 声喩 

23/4 

240.  
「時間たつと麺ダルダルのなっちま

うぞ！」 

声喩 
23/6 

241.  
「もう怖くて手足プルップルでせっ

かくのラーメンこぼしちゃいそうで

ね」 

声喩 
23/10 

242.  
「懐かしいラーメンの香りがしてフ

ラフラ～っとさ」 

声喩 
23/11 

243.  
「フーフー機能パワーアップ改造し

た製鉄所レベル 2だぜ！」 

声喩 
23/13 

244.  
「俺はなんのポリシーもない世界一

ペラッペラな男だ」 

声喩 
23/17 

245.  
「固まった銅線鉄棒にグルブル巻き

まくる！！」 

声喩 
24/9 

246.  
「ボロボロだあ～ 金の槍」 声喩 

25/4 

247.  
「息合わせて回せねえとガッタガタ

にブッ壊れんぞ」 

声喩 
25/9 

 


